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美浜発電所３号機 Ｂ非常用ディーゼル発電機
Ａ空気冷却器からの海水の漏えいについて

発電所配置図

○ 発生場所：ディーゼル発電機室
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（１）当該空気冷却器については、予備品と交換し、ディーゼル発電機の試運転を行い
   健全性を確認した。

（２）海水ストレーナ内のフィルタと出口配管の間の隙間を塞ぐようにフィルタ下部に
      パッキンを取り付け、フィルタ取付け時には隙間がないことを確認した。

Ｂ空気
冷却器

フィルタと出口配管の間に隙間（最大幅約
５．１mm）があったため、海藻等が流入
しやすい状況であった

Ａ空気冷却器へ
出口配管

Ａ空気冷却器内の漏えい管、減肉管の状況
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Ａ空気冷却器 系統概要図
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Ｂ空気冷却器へ

Ｂ空気冷却器から

非常用ディーゼル発電機 海水ストレーナ

管板面に海藻等の付着が認められた
また、一部は細管内面に入りこんでいた
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管板面に付着していた海藻等
（藻、松葉等）

ゴムライニング

ゴムライニング

最大幅約5.1mm

ディーゼル機関

0.8mm

管板部入口付近の位置
に約９mm×約５mmの減
肉が認めらた

約32mm

＜減肉細管＞

減肉箇所

管板

管板部入口付近の位置に約６mm×約２
mm楕円形の減肉が認められ、その中に約
４mm×約１mmの貫通穴が認められた

細管 約38mm

＜漏えい細管＞
漏えい箇所
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漏えいに至るメカニズム
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水の流れ

細管断面イメージ

海藻等海藻等

減肉進行 貫通潰食初期

潰食による減肉が進行し
貫通に至り漏えいが発生

海藻等が細管内に流入し、付着・滞留により、細管内が部分的
に閉塞され、潰食が発生
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最大幅約5.1mm
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約23cm

添付図１
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